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 第 1 章では、高い頻度で食物アレルギーを発症する家系のイヌを調査した。本家系における食物ア
レルギーは常染色体優性遺伝が推定された。すべての食物アレルギーのイヌは IgE 非依存性の食物ア
レルギーを示した。一部の食物アレルギーのイヌに対して食物負荷試験を実施し、食物負荷試験の前
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 第 2 章では、IgE 依存性の食物アレルギーのイヌの血清学的解析を行った。一般的な食物アレルゲ
ンである卵白の粗抗原に対する IgE を測定したところ、食物有害反応犬 82 頭中 8 頭（9.8%）が陽性
を示した。ヒトにおいて調べられている 4 つの卵白精製抗原に対する IgE 反応性を卵白粗抗原特異的
IgE 陽性を示した 8 頭のイヌで調べた結果、8 頭中 6 頭（75.0%）はオボムコイドとオボアルブミンに
陽性を示し、8 頭中 3 頭（37.5%）はオボトランスフェリンに陽性を示した。本研究において、ヒトと
同様にオボムコイドとオボアルブミンがイヌの主要な卵白精製抗原だということが示唆された。本研
究におけるイヌの卵アレルギーはヒトのモデルとしても有用であることが判った。 
 第 3 章では、マウスを用いてアレルゲン発現組換え乳酸菌の経口免疫療法の基礎的検討を行った。
食物アレルギーの根治療法の候補として研究されている経口免疫療法のさらなる治療効果向上を目的
として、プロバイオティクスとして注目されている乳酸菌をアレルゲンの輸送担体として用いて実験
を行った。卵白精製抗原であるオボアルブミンを発現した Lactobacillus casei をマウスに経口投与し、
オボアルブミン発現 L. casei の抗アレルギー効果を検討した。オボアルブミン発現 L. casei を投与し
た群のアナフィラキシー反応や血清中 IgE の結果は他の群と比較して違いがなく、抗アレルギー効果
は認められなかった。今後、経口免疫寛容誘導に必要な抗原量の検討を行い、それらの情報を基にア
レルゲン発現 L. casei の改良を行う必要があると考えられる。 

















いると考えられる。食物アレルギーの病態は 2 つの免疫学的機序である IgE 依存性と IgE 非依存性に
分けられる。現在、食物アレルギーにおける根本的な治療法は確立されていない。イヌの食物アレル














 第 2 章では IgE 依存性の食物アレルギーのイヌの IgE 抗体測定を行った。一般的な食物アレルゲン
である卵白の粗抗原に対する IgE を測定したところ、食物有害反応犬 82 頭中 8 頭（9.8%）が陽性を
示した。この卵白粗抗原特異的 IgE 陽性を示した 8 頭においてヒトにおいて重要とされる 4 つ卵白精
製抗原に対する IgE 反応性を調べた。8 頭中 6 頭はオボムコイドとオボアルブミンに陽性を示し、8








ルブミン発現 L. casei の抗アレルギー効果を検討した。オボアルブミン発現 L. casei を投与した群の
アナフィラキシー反応や血清中 IgE の結果は他の群と比較して違いがなく、抗アレルギー効果は認め
られなかった。今後、経口免疫寛容誘導に必要な抗原量の検討を行い、それらの情報を基にアレルゲ
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に対する IgE 抗体の反応性を検討して、ヒトの卵白アレルギーにおける IgE 反応性とよく似ているこ
とを明らかにした。本研究のイヌの卵白アレルギーはヒトのモデルとしても有用であることが判った。
イヌの食物アレルギーの根治療法として、アレルゲン発現組換え乳酸菌を用いた経口免疫療法の基礎
的な研究をマウスで行った。投与群において抗アレルギー効果は認められなかった。このアレルゲン
発現組換え乳酸菌を用いた経口免疫療法については今後さらなる研究を行い、有効な根治療法を検討
していく予定である。 
 以上のように今後も継続した研究が必要なものもあるが、本研究はイヌの食物アレルギーについて
まだ十分解明されていない免疫学的な解析を行い、新しい知見を提供し、獣医アレルギー学に貢献し
たと考えられる。このことから本研究は博士（獣医学）の学位を授与するにふさわしい業績と判断し
た。 
 
